
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
初
め
て
一
年
を
通
し
て
の
国
政
を

体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
予
算
委
員
会
へ

の
出
席
、
所
属
委
員
会
で
の
質
疑
、
各

大
臣
へ
の
要
請
活
動
、
年
末
の
予
算
や

税
制
要
望
な
ど
、
フ
ル
ス
イ
ン
グ
で
挑
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
応
援
あ
っ
て
の
こ
と
と
、
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
次
期
衆
議
院
選
挙
を
鹿
児
島
２

区
で
戦
う
、
大
き
な
決
断
も
い
た
し
ま

し
た
。

新
し
い
選
挙
区
の
方
か
ら
も
、
従
来
応

援
を
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
の
よ
う
な

信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
層
の
精
進

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
、
安
倍
総
理
銃
撃
事
件
、
円
安

に
物
価
高
と
、
本
当
に
何
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
『
不
確
実
な
時
代
』
と
な

り
ま
し
た
。

国
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
仕
事
や
暮

ら
し
に
専
心
で
き
る
環
境
整
備
こ
そ
が
、

政
治
の
務
め
と
心
得
、
初
心
を
忘
れ
ず

に
挑
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
応
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
、
穏
や
か
で
素
晴
ら
し

い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

■ 生年月日
1973 年 5月6日
■ 学歴
奄美小～池田中～錦江湾高理数科
青山学院大法学部
鹿児島大農学部（大学院）
■ 経歴
民間企業勤務（IT 関連）
衆議院議員保岡興治秘書（18年間）
2017年衆議院議員選挙 鹿児島一区
立候補落選
2021年衆議院議員選挙初当選
■ 衆議院所属委員会
国会対策委員会
農林水産委員会
総務委員会
地方創生に関する特別委員会
消費者に関する特別委員会
■ 自民党所属委員会
自由民主党組織本部　教育・文化・
スポーツ・関係団体委員会副委員長
自由民主党組織本部　商工・中小企
業・関係団体委員会副委員長
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衆議院議員

保
岡
宏
武
衆
院
議
員

新
た
な
決
意
で
活
動
を
開
始

P R O F I L E

さん

「
鹿
児
島
市(

谷
山
・
喜
入
の
各
所
管

内)

、
指
宿
市
、
枕
崎
市
、
南
さ
つ
ま
市
、

南
九
州
市
、奄
美
市
、大
島
郡
」
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
ま
す
。

保
岡
宏
武
衆
院
議
員
、鹿
児
島

２
区
で
の
活
動
開
始
を
表
明

【
保
岡
宏
武
衆
院
議
員
コ
メ
ン
ト

抜
粋
（
１
０
月
２
７
日
）】

は
１
０
月
２
７
日
、
金
子
万
寿
夫
前
衆

院
議
員
に
よ
る
政
界
引
退
の
記
者
会
見

を
受
け
て
、
衆
議
院
鹿
児
島
２
区
で
の

活
動
を
本
格
化
す
る
こ
と
を
表
明
し
ま

し
た
。
保
岡
宏
武
氏
は
令
和
３
年
衆
議

院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
衆
議
院
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
出
馬
し
、
当
選
１
期
。

現
在
は
、
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
・

総
務
委
員
会
・
地
方
創
生
に
関
す
る
特

別
委
員
会
・
消
費
者
に
関
す
る
特
別
委

員
会
に
所
属
し
、
鹿
児
島
を
代
表
す
る

自
民
党
所
属
国
会
議
員
と
し
て
委
員
会

質
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
民

党
で
は
組
織
運
動
本
部
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
・
関
係
団
体
委
員
会
副
委
員

長
、
商
工
・
中
小
企
業
・
関
係
団
体
委

員
会
副
委
員
長
を
務
め
、
党
本
部
と
関

連
団
体
・
友
好
団
体
と
の
意
見
交
換
に

積
極
的
に
関
与
す
る
な
ど
、
積
極
的
に

党
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
衆
議
院
鹿
児
島
２
区
は
わ
が
党

所
属
の
衆
議
院
議
員
が
不
在
の
状
況
で

あ
り
、
国
政
に
県
民
の
声
が
届
き
に
く

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保
岡
代
議

士
は
、
与
党
自
民
党
の
責
任
に
お
い
て

鹿
児
島
２
区
の
声
を
国
政
に
届
け
る
べ

く
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
す
る
決
意

で
す
。
今
臨
時
国
会
（
衆
議
院
地
方
創

生
に
関
す
る
特
別
委
員
会
）
で
は
自
民

党
を
代
表
し
て
奄
美
群
島
振
興
開
発
特

別
措
置
法
に
関
す
る
質
疑
を
行
っ
た
ほ

か
、
地
元
で
は
南
薩
地
域
を
中
心
に
活

動
を
展
開
し
て
お
り
、
鹿
児
島
市
谷
山

地
区
で
も
街
頭
活
動
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
党
鹿
児
島
県
連
は
金
子
万

寿
夫
前
衆
院
議
員
に
代
わ
る
新
た
な
２

区
支
部
長
の
選
出
を
行
う
予
定
で
す
。

な
お
、
鹿
児
島
県
は
公
職
選
挙
法
改
正

に
よ
る
区
割
り
変
更
の
影
響
を
受
け
な

い
た
め
、
鹿
児
島
２
区
は
、
引
き
続
き

「
金
子
万
寿
夫
先
生
の
ご
勇
退
の
報
に

接
し
、
長
年
の
ご
労
苦
に
心
か
ら
の
敬

意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。
鹿
児
島
県
第

２
選
挙
区
は
、
両
親
の
故
郷
で
も
あ
る

奄
美
が
あ
り
、
南
薩
、
鹿
児
島
市
南
部

は
亡
き
父
興
治
が
中
選
挙
区
時
代
に
お

世
話
に
な
っ
た
地
域
で
す
。
ま
た
、
私

自
身
も
幼
少
期
、
高
校
時
代
と
過
ご
し

た
思
い
入
れ
深
い
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

（
中
略
）

金
子
先
生
の
後
任
に
あ
た
る
支
部
長
選

任
や
公
認
に
つ
い
て
は
党
本
部
の
判
断

と
な
り
ま
す
の
で
、
自
民
党
鹿
児
島
県

連
や
党
本
部
の
ご
指
導
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
仰
ぎ
な
が
ら
、
日
々
精
進
を
重
ね

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
後
援
会

を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
こ
れ
ま
で
の

お
支
え
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
益
々
ふ
る
さ
と
鹿
児
島
と
我

が
国
発
展
の
た
め
に
邁
進
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。」

自
民
党
鹿
児
島
県
連
所
属
の
保
岡
宏
武

衆
院
議
員
（
比
例
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
選
出
）



「誠実」「挑戦」を信条に、国民の皆様のために、精一杯やり抜きます。

南薩・鹿児島での活動報告

△谷山電停で辻立ち △枕崎での語る会 △南薩地区新クリーンセンター施設プラント工事　安全祈願祭にて

△坊津について皆さんと語り合いました △指宿山川港を視察 △ 知覧お茶農家視察

保
岡
宏
武
さ
ん
の

国
会
で
の
活
動
報
告

岸
田
内
閣
の
新
た
な
総
合
経
済

対
策
を
含
む
補
正
予
算
が
成
立

△地方創生に関する特別委員会　質問時写真

保
岡
宏
武
衆
院
議
員
は
、
令
和
４
年

１
１
月
１
７
日
の
衆
議
院
地
方
創
生

に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
て
、
岡
田
直

樹
地
方
創
生
特
命
担
当
大
臣
に
対
し
、

自
民
党
を
代
表
し
て
質
問
に
立
ち
ま

し
た
。

保
岡
議
員
は
ま
ず
、
農
産
海
産
物
を
中

心
に
魅
力
あ
る
商
品
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
鹿
児
島
県
の
黒
牛
、
黒
豚
、
黒
さ

つ
ま
鶏
、
ブ
リ
や
カ
ン
パ
チ
、
さ
ら
に

知
覧
や
霧
島
の
お
茶
な
ど
を
例
示
し

て
、
政
府
の
地
方
創
生
に
関
す
る
取
り

組
み
の
う
ち
、
地
方
の
民
間
が
地
域
外

か
ら
稼
ぐ
力
を
高
め
る
た
め
の
方
策
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
し
た
。
政
府
か
ら

は
、
鹿
児
島
黒
牛
に
お
け
る
地
理
的
表

示
保
護
制
度
の
活
用
を
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、
産
品
の
特
性
を
生
か
し
た
新

商
品
の
開
発
や
Ｅ
コ
マ
ー
ス
等
へ
の
販

路
拡
大
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
回
答
を
得
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
保
岡
議
員
は
自
ら
が
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
を
務
め
て
い
た
際
の
経
験
か
ら
、

教
育
現
場
に
お
け
る
公
民
連
携
に
つ
い

て
も
尋
ね
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
少

子
高
齢
化
の
な
か
で
も
小
学
校
の
プ
ー

ル
改
修
工
事
に
多
額
な
費
用
が
か
か
る

反
面
、民
間
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー

ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
水
泳
専
門
の

コ
ー
チ
が
泳
法
を
教
授
し
教
育
の
質
が

上
が
る
こ
と
、民
間
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
売
上
に
貢
献
で
き
る
、
学
校
も
プ
ー

ル
授
業
の
負
担
が
減
り
、
全
体
予
算
も

削
減
で
き
る
こ
と
な
ど
、
地
域
へ
の
波

及
効
果
も
伴
う
学
校
外
民
間
施
設
の
活

用
を
推
進
す
べ
き
で
は
、
と
問
い
ま
し

た
。
政
府
か
ら
は
、
公
立
学
校
の
教
育

環
境
整
備
に
つ
い
て
は
学
校
設
置
者
で

あ
る
各
自
治
体
に
よ
る
が
、
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
て
子
ど
も
達
の
学
び
や
生

活
の
空
間
を
持
続
的
で
充
実
し
た
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
実

際
に
民
間
事
業
者
の
協
力
を
得
て
民
間

プ
ー
ル
を
活
用
し
て
い
る
事
例
が
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
岸
田
内
閣
の
掲
げ
る
新
し
い

資
本
主
義
の
な
か
で
、
民
間
主
導
・
行

政
サ
ポ
ー
ト
の
地
方
創
生
を
進
め
る
べ

き
だ
と
の
質
問
に
対
し
、
岡
田
直
樹
地

方
創
生
特
命
担
当
大
臣
は
「
官
民
の
多

様
な
主
体
が
参
画
し
、
地
域
内
外
の
主

体
を
も
巻
き
込
み
な
が
ら
、
地
域
が
一

丸
と
な
っ
て
地
域
の
社
会
課
題
解
決
や

魅
力
向
上
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
力
強
く
答

え
ま
し
た
。

保
岡
議
員
は
質
問
を
終
え
て
、「
初
め

て
の
特
別
委
員
会
質
問
で
あ
っ
た
が
、

鹿
児
島
で
地
域
創
生
に
取
り
組
む
人
た

ち
の
声
を
し
っ
か
り
と
届
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
子
育
て
世
代
の
立
場
か

ら
教
育
に
お
け
る
民
間
活
用
に
つ
い
て

重
要
と
の
答
弁
を
引
き
出
せ
た
こ
と
は

大
き
い
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

岸
田
政
権
発
足
後
２
度
目
と
な
る
経
済

対
策
「
物
価
高
克
服
・
経
済
再
生
実

現
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」
を
含
む

補
正
予
算
が
１
２
月
２
日
、
国
会
で
可

決
成
立
し
ま
し
た
。
概
要
を
画
像
に
て

お
伝
え
し
ま
す
。

出
典
：
首
相
官
邸
Ｈ
Ｐ

（https://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/term

s.htm
l

）


